


























であることも求め られる,コ レクシ ョンを
持つデザイナーの ものづ くりの背景 につい
て,考 察 しました。
デザインを展 開して行 く場合,何 をコン




その為には相反す る要素,異 なる要素 をで







という具合に比較 しなが ら,物 づ くりの中
で試行錯誤を繰 り返 してきました。
又,装 飾的なもの,非 装飾的なものを西
洋 と日本 とに分けて,扱 い方の違いをず っ






を悪 として排除 して きました。私 は時代の
要求や現代の性格 にふ さわしいものを作 る
時,よ り装飾的雰囲気 を持たせることは時
代 に逆行す るというような意識があ り,装
飾 は悪趣味 というような考 え方に従 ってい
たように思います。 しか し装飾 とは不思議
に人 を引 き付ける ものがあ ります。私は学
生 の頃,19世紀末芸術 に触れ,ア ールヌー
ボーに心酔 し,ガ ウデ ィ,エ ミール ・ガレ,
クリム ト,ビ アズ レーに夢 中になりました。
その時にボー ドレールの 「悪の華」 という
詩集 を知 りました。
「悪の華」 とい う題名 はイマジネーショ
ンをか き立てる響 きを持 ってお り,深 く脳
裏にや きつけられ ました。この言葉を発す
ると浮かんでくる形が妙 に装飾性 を帯 びて
くるのです。その感覚は非 日常的とな り甘
美な夢の世界へ と引 き込まれ,そ して色彩
が浮かびあがって くるような感覚 を味わう
























けさを感 じさせることを主題 とし,心 も作
品 もできるだけス トイ ックであ りたいと思
います。
西洋の文化は余白を埋めてゆ く,もの を




であ ると言 う事 の文化,美 意識の違いは
各々興味深い示唆に富んでいます。
私に とって,こ のどちらの文化 も捨てが








の両極 を追いながら,時 に華麗 さを求め,
時に精神性 を重ん じながら宝石にふさわ し
いデザ インを展開 して行 きたいと思います。
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